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地域コーディネーターとしての活動

弊社は経済産業省が実施した令和４年度宇宙産業技術情報基盤整備研究開発
事業（SERVIS プロジェクト）のうち、衛星データ利用環境整備・ソリュー
ション開発支援事業における鹿児島県での地域コーディネーターに任命頂き、
活動を行いました。

・主な活動内容

・経済産業省「令和４年度産業技術実用化開発事業費補助金衛星
データ利用環境整備・ソリューション開発支援事業」
鹿児島県を実証フィールドとする採択案件への参画

…オーシャンソリューションテクノロジー殿を幹事企業とする、
八代海域での赤潮被害を回避するソリューション開発

・鹿児島県宇宙ビジネス創出推進研究会への参加

…衛星データ利用ワーキンググループへの参加を通じ、県内企業
のご意見や鹿児島県のビジョンを認識



③九州地域における宇宙ビジネスの可能性について
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九州地域の可能性

・九州地方の特徴と衛星データ利活用の可能性

・特徴…第一次産業が盛んな地域
ー農畜業産出額は全国の2割、漁業産出額は全国の4分の1

(農林水産省統計より)

→農水産業における課題を把握しやすいエリア

→課題解決(＝目的)の潜在需要が多い

→手段としてのリモートセンシング活用余地が大きい

“課題解決を更なる収益化に繋げる手段”としての衛星データ利活用
ソリューションに期待
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九州発の宇宙ビジネス実現に向けて

・ソリューション構築

・潜在需要(課題)の多さ ＝ 潜在顧客

→ 実証フィールドとしての活用 → 実装一番地に

・S-NET認定自治体の多さ(福岡、佐賀、大分、鹿児島)

→ 各自治体の活動を通じ意識の高い地場企業が増加
→ アイデア・機能の結集によるソリューション構築

プロジェクト構築→実証→実装を一貫して九州で行うことによる
九州発のビジネス実現

・実装においての意識
→汎用性(日本の他地域、また海外での将来的な展開を考慮)
→経済性(事業者の収益性⇔利用者のAffordabilityを両立)
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九州発の宇宙ビジネス実現に向けて

・九州地域に期待する将来像

・宇宙ビジネス産業集積…ハード(“拠点”)とソフト(“知”)の両面

・人材輩出の場…日本・世界に通用する人材を九州から輩出

→ 短期的側面…地場企業の機運を高めることによる
知見・ノウハウの蓄積

→ 中長期的側面…宇宙産業における高度教育の場

・商社としての役割

・九州域内企業との協業→座組をコーディネート
・九州内外の需要家を発掘→営業的サポート



双日九州株式会社
経営戦略室
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ご清聴有難うございました。


